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1 はじめに 


































区 間 ， Δ パ ワ ー / パ ワ ー 高 低 差 /Δ ピ ッ チ ，
MFCC(Mel-Frequency Cepstrum Coefficients)，ΔMFCC，フ
ォルマントなど 64 種類に有意差が認められた．紙面の関

















認知症傾向なし 110 人に対し，認知症傾向ありは 26 人
であるためデータに偏りがある．そのため，識別には認知
症傾向なし 28 人（ランダムに選定），認知症傾向あり 26
人の音声データを用いた．3 章で求めた特徴量を用いて，
名古屋と徳島のデータを分けて識別した結果を表 2 ①②
に示す．識別には SVM(Support Vector Machine)の線形カー
ネルを用いた．その結果，非常に高い結果を得ることがで
きた．一方で名古屋と徳島の音声データを統合し識別した






声データを 2 群に分けて t 検定をかけた．その結果，上記
の 3 種類の特徴量に有意差が認められた．そこで，3 章で
求めた特徴量から上記の特徴量を除いて認知症傾向を識
別した．結果を表 2 ④ に示す．方言の違いが現れやすい
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Table 1 有意差の認められた特徴量 
  平均 t 検定 
p 値 特徴量 傾向あり 傾向なし 
無音 
時間 
z 0.11 0.02 0.04* 
q 0.05 0.01 0.04* 
hy 0.12 0.04 0.04* 
異なり名詞 0.46 0.58 1.88E-05** 
語彙レベル 0.39 0.44 0.02* 
TTR 0.29 0.35 1.94E-03** 
動詞 0.13 0.09 1.66E-03** 
p<0.01:**，p<0.05:* 
Table 2 認知症傾向の識別結果 
 Precision Recall F-Measure 
①名古屋 1.00 1.00 1.00 
②徳島 0.93 0.93 0.93 
③方言考慮無 0.72 0.72 0.72 
④方言考慮有 0.83 0.83 0.83 
 
